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大学保健教育の現状と今後の課題
の調査・分析などのアプローチが待たれる。この社会的
な健康について，理論的，制度面などより検討を加え，
実効面から保健教育を考察したい。
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　現在，大学教育の中での保健教育は，専門教育，一般
教育，語学教育などに分類されたなかで，保健体育科目
の範疇に属している。教科目としては，体育実技，体育
理論，そして保健理論に分けられ，健康を保持する教育
が行なわれているが，その多くは，保健理論に委ねられ
ている。
　1991年7月に，大学設置基準の大綱化が文部省令とし
て発令されて以来，各大学は，独自のカリキュラムの編
成に取り組んでいる。これらを背景にしたなかで，ここ
では，特に保健理論に注目し，保健教育の現状と今後の
課題を明らかにしようとするものである。
　大綱化のもとで，保健理論の講義名は，多様化してき
ている。より専門性を高めながら，社会の要請，学生の
欲求に対応しながら，選択受講の広がりを見せている。
一方では，体育理論と保健理論が合わさって「保健体育
理論」的に統合された講義形態を取る例もある。講義名
については，健康科学，保健概論，健康と運動，健康と
フィットネスなどが考えられており，とりわけ「健康」
の名称使用例が注目された。
　保健教育は，幼児期に家庭や幼稚園・保育園で行なわ
れる躾教育をその初めと見ることが可能であろう。児童
期には，それぞれの教科のなかで，保健教育に関する事
項が，すこしつつ触れられてくる。中学校，高等学校に
おいては，単独の「保健」と呼ばれる教科のなかで，系
統だって理論的にその教育が行なわれてきている。これ
らを受けて大学では，高等教育の最終段階の局面を担っ
ている。W・H・0（世界保健機構〉では，「健康とは身
体的・精神的そして社会的に良好な状態で，単に病気や
病弱ではないというだけのものではない」と定義してい
る。健康を身体の健康，精神的な健康，そして，社会的
な健康の3つの局面から捉えている。健康を論じるとき
にこの3つの健康は，理解度を示すひとつの指標になる。
加齢とともに，あるいは，一定の就学年齢とともに，こ
の3つの健康の理解度は増すと考えられるが，決して，
高い水準と言えるものではない。社会的な健康について
